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町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,840人（－8）　男 4,897人（0）　女 4,943人（－8）
　　　　　　　　　出生 4人　 死亡 7人　 転入 16人　 転出 21人
　　　　　　　　　世帯数 3,476世帯（+2）
　　　　　　　　　※平成24年11月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。
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衆議院議員総選挙投票日

12月16日■日
午前７時～午後８時

12月16日（日）は衆議院議員総選挙および最高
裁判所裁判官国民審査の投票日です。わたした
ちの代表を決める大切な選挙です。選挙公報な
どを参考にして必ず投票しましょう。
　なお、開票は当日の午後８時45分から住民
体育館で行います。
■問町選挙管理委員会事務局
　　（総務課内　☎88－6631）

投票できる方
▶年齢＝満20歳以上（平成24年12月17日

以前生まれ）の方
▶住所＝９月３日以前から引き続き宇治田原

町に住所を有する方
※９月４日以降に宇治田原町へ転入手続きをした

有権者は、選挙人名簿に登録されている前住所
地で投票できます。

投票入場券を持参ください
　投票事務を円滑にするため有権者の皆さん
に投票所入場券（ハガキ）を郵送でお届けし
ます。投票する際には、郵送されたハガキ（１
人１枚）を持参し、投票所の受付に提出して
ください。もし、入場券をなくしたり、忘れ
たときは、投票所の受付で申し出てください。
入場券がなくても、選挙人名簿に登録されて
いれば投票できます。

期日前・不在者投票日

12月5水日▶15土日
国民審査は９日から15日

　16日の投票日に、仕事等で投票所へ行っ
て投票できない方のために、期日前投票制度
があります。また、入院中や他市町村に滞在
中などの理由により投票所へ行けない方のた
めに、入院中の病院や滞在中の市町村で事前
に投票できる不在者投票制度があります。
　期日前・不在者投票ができる期間は12月
５日（国民審査は12月９日）から15日まで
で、役場１階第１会議室で午前８時30分か
ら午後８時まで受け付けています。
　投票所入場券が届いている場合は、持参し
てください。

投票用紙は３種類
▶小選挙区選出議員選挙

▶比例代表選出議員選挙

▶最高裁判所裁判官国民審査

候補者の氏名を記入
してください。

政党の名称を記入
してください。

　やめさせた方がよいと思う裁判官の名前
の上に「×」印を記入してください。やめ
させなくてよいと思う場合は何も記入しな
いでください。

×

○
村
○
太

○
木
○
大

○
谷
○
之

○
山
○
子

○
崎
○
郎

○
本
○
男

□
□
□
党

○
○
□
□

あなたの一票　明るい明日へ。

行こう 選 挙
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あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

友
好
大
使
か
ら
異
国
文
化
学
ぶ

宇
治
田
原
小
で
国
際
交
流

町
内
の
小
学
校
で
は
、
中
国
雲
南
省
の
子
ど
も
た
ち

と
お
茶
を
通
し
た
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
11
月
９

日
に
宇
治
田
原
小
学
校
（
＝
増
田
千
秋
校
長
・
児
童

数
２
９
４
名
）
で
は
、
京
都
府
名
誉
友
好
大
使
を
招

い
て
世
界
を
学
ぶ
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
宇
治
田
原
小
学
校
の

３
年
生
以
上
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
取
組
。
他
国
の
人

と
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
と
は
異
な
る
文
化
・
生
活

を
知
り
世
界
を
学
ぶ
、
そ
し
て

基
礎
的
な
人
権
意
識
を
培
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
中
華
人
民
共
和
国
を
は

じ
め
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
６
か
国
、
８
名
の
府

内
に
留
学
中
の
友
好
大
使
を
招

い
て
交
流
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
外
国
の
食
べ
物
、
風

景
な
ど
に
興
味
津
々
。
大
使
を

囲
ん
で
楽
し
く
異
国
文
化
を
学

び
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

大
使
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

て
自
己
紹
介
し
ま
し
た
。
児
童

会
代
表
か
ら
は
、
ま
ち
や
学
校

に
つ
い
て
の
紹
介
を
織
り
交
ぜ

た
歓
迎
の
挨
拶
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
大
使
が
ク
ラ
ス

ご
と
に
分
か
れ
て
交
流
へ
。
教

室
で
は
、
黒
板
に
飾
り
付
け
を

し
た
り
、
合
唱
や
出
し
物
な
ど

で
大
使
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
大
使
は
、
お
礼
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
出
身
国
の

こ
と
を
電
子
黒
板
に
写
真
な
ど

を
写
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
給

食
や
昼
休
み
も
大
使
を
囲
ん
で

過
ご
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

５
年
１
組
の
子
ど
も
た
ち
は
、

中
国
遼
寧
省
出
身
の
馬ま

琳り
ん

娜な

さ

ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
馬
琳
娜

さ
ん
は
、
出
身
地
で
あ
る
瀋
陽

の
街
並
み
の
写
真
を
見
せ
、
工

業
が
盛
ん
で
現
代
的
な
瀋
陽
に

は
、
日
本
の
会
社
が
多
く
あ
る

と
紹
介
。
伊
勢
丹
や
ヤ
マ
ダ
電

機
、
吉
野
家
な
ど
見
慣
れ
た
看

板
が
電
子
黒
板
に
写
し
出
さ
れ

る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
清
朝
時

代
の
都
だ
っ
た
瀋
陽
に
は
、
歴

史
的
建
造
物
も
多
く
あ
り
、
荘

厳
な
皇
族
の
お
墓
や
絵
画
な
ど

も
紹
介
。
さ
ら
に
、
持
参
し
た

当
時
の
皇
族
が
着
て
い
た
と
い

う
民
族
衣
装
を
披
露
し
、
き
ら

び
や
か
な
刺
繍
が
施
し
て
あ
る

衣
裳
は
位
の
高
さ
を
表
し
て
い

る
と
話
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
を

代
表
し
て
児
童
３
名
が
こ
の
民

族
衣
装
を
試
着
し
、
そ
の
姿
に

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
目
を
輝
か
し

て
い
ま
し
た
。
石
倉
世
梨
さ
ん

は
、「
民
族
衣
装
が
き
れ
い
。

中
国
に
も
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
や

文
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

↑馬
ま

琳
りん

娜
な

さん（左から２人目）が持参した清
朝時代の皇族の衣裳を試着する子どもたち。
←ミャンマー出身のティン・マー・ウーさん。
国では「寝る前、子どもは自分の親に感謝の気
持ちを込めて拝む」という話を紹介しました。

■取組期間
12月3日～3月29日の平日
 （12月31日、１月２日～４日を除く）

■時間帯
　午前９時～午後９時
■節電の目安
　概ね６％を心掛けてください。

　

今
年
の
夏
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
節
電
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
も
、
省
エ
ネ
型

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換

に
向
け
て
、
継
続
し
た
節

電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
節
電
に
あ
た
っ

て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
調

や
健
康
に
ご
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８

８-

６
６
３
９
）

冬の節電
のお願い

節電チェックシート

エアコン

○画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す（標準→省
エネモードに設定し、使用時間を２／３にした場合）

照明

テレビ

○設定を「弱」に、扉を開ける時間をできるだけ減ら
し、食品を詰め込み過ぎないように冷蔵庫

○リモコンではなく、本体の主電源を切る。使わない
機器はコンセントからプラグを抜く。待機電力

ジャー炊飯器 ○早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊く。保温機能
は使用せずによく冷ましてから、冷蔵庫に保存する。

○不要な照明をできるだけ消す

○窓には厚手のカーテンを掛けてください。

○重ね着などをして室温を20℃に心掛ける（設定温
度を２℃下げた場合）

※暖房の控え過ぎによる体調不良などにご注意ください。

お願いしたいこと
節電効果（削減率）

エアコンの
使用家庭

ガス・石油ストー
ブの使用家庭

チェック

7％

1％
4％
2％

1％

1％

1％

－

－
6％
3％

2％

2％

2％

□

□
□

□

□

□

□

※節電効果の値は、夕方ピーク時の消費電力（「エアコンをご使用の家庭」は約1,400Ｗ、「ガス・石油ストーブを
　ご使用の家庭」は約1,000Ｗ）に対する削減率の目安です。

インフルエ
ンザインフルエ
ンザ

広報うじたわら 平成24年12月号03

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

「第５次行政改革大綱・同実施計画（案）」と「地域主権改革一括法
に伴う条例（案）」にご意見をお寄せください

パブリックコメント

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
・

同
実
施
計
画
案

　

本
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
、住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・

多
様
化
に
よ
る
行
政
需
要
の
拡

大
、
景
気
低
迷
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る
中

で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
第

一
に
住
民
と
の
協
働
の
取
組
を

行
う
と
と
も
に
、
財
政
の
更
な

る
健
全
化
を
め
ざ
し
自
立
性
と

継
続
性
の
あ
る
行
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
の
指
針
と
な
る
第

４
次
行
政
改
革
大
綱
・
同
実
施

計
画
の
計
画
期
間
が
本
年
度
で

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

次
期
大
綱
・
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
伴
う

条
例
案

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
国
の
法
令

で
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準
に
つ

い
て
条
例
の
制
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
。
様
式
不

問
。
①
～
⑤
が
未
記
入
、電
話
・

口
頭
の
応
募
は
受
付
不
可

意
見
の
取
扱
い　

ご
意
見
は
内
容

を
取
り
ま
と
め
、
町
の
考
え
方

を
町
Ｈ
Ｐ
で
公
表
（
住
所
・
氏

名
等
の
個
人
情
報
は
公
表
せ
ず
）

資
料
の
公
表　

町
Ｈ
Ｐ
、
役
場
等

公
共
施
設

意
見
の
提
出
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
連
絡
先
④
勤
務
先
⑤
意
見

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

緑茶発祥のまちから多数受賞
出品者・茶摘みさん、ありがとうございます

平成24年度全国茶品評会・関西茶品評会

　

第
66
回
全
国
茶
品
評
会

と
第
65
回
関
西
茶
品
評
会

の
褒
賞
授
与
式
が
、
そ
れ

ぞ
れ
11
月
17
日
に
静
岡
県

掛
川
市
で
、
11
月
25
日
に

三
重
県
松
阪
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
品
者
を
は
じ
め
茶
摘

み
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
や
多
数

の
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご

協
力
に
よ
り
、
多
く
の
上

位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）。

・
か
ぶ
せ
茶
の
部

　

二
等　

奥
谷　
　

明

　

三
等　

垣
内　

茂
喜

　
　
　
　

並
木　

秀
樹

　
　
　
　

木
原
浩
太
郎

・
玉
露
の
部

　

一
等　

並
木　

秀
和

　
（
全
国
茶
生
産
団
体
連
合

　
　

会
長
賞
）

　

三
等　

並
木　

泰
義

　
　
　
　

西
出　
　

勇

・
て
ん
茶
の
部

　

二
等　

並
木　

秀
樹

■問産業振興課　☎88－6638

第
65
回
関
西
茶
品
評
会

・
か
ぶ
せ
茶
の
部

　

一
等　

下
岡　

清
富

　
（
㈳
日
本
茶
業
中
央
会
長

　
　

賞
）

　

二
等　

奥
谷　

輝
夫

　
　
　
　

森
口　

雅
至

・
玉
露
の
部

　

三
等　

下
岡　

清
富

第
66
回
全
国
茶
品
評
会

関
西
茶
品
評
会
「
全
国
茶
生
産
団
体

連
合
会
長
賞
」
の
表
彰
を
受
け
る
並

木
秀
和
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）

乳幼児・高齢者の
インフルエンザ予防接種の助成
　体力のない乳幼児や高齢者は、インフルエンザに
感染すると重症化しやすいため、特に注意が必要で
す。インフルエンザの予防のためには、ワクチン接
種が大変有効です。さらに、感染したとしても症状
を軽くすることができます。
　町では、乳幼児と高齢者に対し、インフルエンザ
ワクチンの予防接種費用の一部を助成しています。
この制度を利用してワクチン接種を行いましょう。

【予防接種の助成内容】

乳　幼　児 高　齢　者

生後６か月
～小学校入学前 65歳以上対　象

〈助成額〉
接種費用の１／２
上限 2,000円／１回

〈助成回数〉
　２回（年度内）

〈自己負担額〉
　1,000円

〈助成回数〉
　１回（年度内）

内　容

※生活保護世帯、住民税非課税世帯は全額助成
　（無料）

①医療機関に予約し、
接種を受ける

②接種費用全額を支払
う

③申請書に領収書を添
えて、保健センター
へ提出

〈町内の医療機関で接種〉
町内の医療機関に予約
し、接種を受ける
※【生活保護世帯、住

民税非課税世帯の方】
や【町外の医療機関
で接種を受ける場合】
は、①保健センター
へ予防接種の申込
み、②医療機関に予
約し、接種を受ける

申込み

第４回人権のつどい 入場無料

人権・男女共同参画社会の大切さについて、今一度
みんなで考えてみませんか。

12 月９日日　午後1時30分～4時
　総合文化センター さざんかホール

●人権・男女共同参画啓発講演会

「自分らしく輝く
　桂あやめの笑いでコミュニケーション」

兵庫県神戸市出身。創作落語を中心に
活躍する女流落語家。1982年、上方
落語の重鎮である桂文枝師匠に入門、
修業に励まれ、1994年に「あやめ」
を襲名。その後、数々の賞を受賞し、
2002年には「文化庁芸術祭演芸部門
優秀賞」を、2007年には「第一回繁
昌亭大賞奨励賞」。また、落語の世界
の魅力と女流落語家の難しさを語る講
演は、各地で好評。講師　桂あやめさん

●式典　●人権標語入選者表彰
　　　　　　　（※当日は要約筆記があります。）

▶研修室２　午後１時～４時
●行政相談・人権相談
　（相談員：行政相談委員・人権擁護委員）

▶２階ギャラリー　12月５日水～10日月
●人権啓発パネル展　●人権ポスター・標語展

■問総務課　☎88－2250・FAX88－3231

提出先　610－0289（住所記入不要）・FAX88－3231
提出期限　＊1＝1月7日（月）、＊2＝12月27日（木）

ご意見を募集する内容 ■問・メール送信先

第５次行政改革大綱・同実施計画（案）…… ＊1
企画・財政課 ☎88－6632
kikakuseisaku
@town.ujitawara.kyoto.jp

地域主権改革一括法に伴う条例案一覧…… ＊2
①町準用河川管理施設等の構造の技術的基準に関する条例（案）
②町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正（案）
③町営住宅の整備の基準に関する条例（案）
④町道路の構造の技術的基準に関する条例（案）
⑤町道路標識の寸法に関する条例（案）

⑥町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定
める条例（案）

⑦町都市公園等の設置の基準に関する条例（案）

⑧町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する
基準を定める条例（案）

⑨町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例（案）

⑩町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例（案）

⑪町指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予
防サービス事業者の指定基準に関する条例（案）

建設・環境課建設係
☎88－6637
kensetsu
@town.ujitawara.kyoto.jp

建設・環境課都市計画係
☎88－6639
toshikei
@town.ujitawara.kyoto.jp

健康長寿課
☎88－6636
koureikaigo
@town.ujitawara.kyoto.jp
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（２） 地域手当 （平成24年４月１日現在）
　　　平成22年度より廃止しました。

（５） その他の手当 （平成24年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
同異　

支給実績
(23年度決算)

支給職員１人当たり
平均支給年額

（23年度決算）

扶養手当

扶養親族である配偶者　　　　 13,000円

同 14,428千円 209,101円

配偶者以外の扶養親族　　　　　6,500円

・配偶者がいない場合は、
　　　　　　　　　　　　　　 11,000円
 そのうち１人につき

16歳から22歳までの子（加算）　 5,000円

家賃額に応じて最高　　　　　 27,000円

交通機関を利用する職員

・運賃相当額55,000円までの者　全額支給

・運賃相当額55,000円以上の者

 （運賃相当額-55,000円）÷2＋55,000円

上記以外の職員

・片道2km未満　　　　　　　　　　 0円

・片道2km以上5km未満　　　　 2,000円

・片道5km以上10km未満　　　 4,100円

・片道10km以上15km未満　　 6,500円

・片道15km以上20km未満　　 8,900円

・片道20km以上25km未満　　11,300円

・片道25km以上30km未満　　13,700円

・片道30km以上35km未満　　16,100円

・片道35km以上40km未満　　18,500円

・片道40km以上45km未満　　20,900円

・片道45km以上50km未満　　21,800円

・片道50km以上55km未満　　22,700円

・片道55km以上60km未満　　23,600円

・片道60km以上　　　　　　　24,500円

住居手当 同 4,305千円 269,063円

通勤手当 同 5,271千円 52,188円

㊟退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝48月）
勤めた場合における退職手当の見込額。

（６） 退職手当 （平成24年４月１日現在）

㊟退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21～23年度に退職した職員に支給された平均額である。支
給率及び取扱いについては、本町を含む京都府下の市町村等で組織する京都府市町村職員退職手当組合
の条例で定められ、加入市町村等は、いずれも同じ基準を用いている。

（支給率）　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　　　23.50 月分　　30.55 月分
勤続25年　　　　　33.50 月分　　41.34 月分
勤続35年　　　　　47.50 月分　　59.28 月分
最高限度額　　　　 59.28 月分　　59.28 月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
       　　　　　　　（２～20％加算）
１人当たり平均支給額　4,633千円　　 25,610千円
平均勤続年数　　　15年６月　　　36年４月

本町と同じ

１人当たり平均支給額
　　　　　　　　　　　　　　　公表なし
平均勤続年数

宇治田原町 国

区分 給料月額等

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

町長
副町長
教育長

　　 　　  　730,000円
　　   　　　600,000円
　　   　　　560,000円

議長
副議長

常任委員長
議員

　   　　　　305,000円
　   　　　　230,000円
　   　　　　205,000円
　   　　　　200,000円

町長
副町長
教育長

　　（23年度支給割合）
　　　　　　　2.95 月分

議長
副議長

常任委員長
議員

　　（23年度支給割合）
　　　　　　　2.95 月分

町長
副町長
教育長

 （算定方式）　　　　　　　　　　（１期の手当額）　（支給時期）
 給料月額×530/100×在職年数　　15,476千円　　　任期毎
 給料月額×315/100×在職年数　　 7,560千円　　　任期毎
 給料月額×270/100×在職年数　　 6,048千円　　　任期毎

（４） 時間外勤務手当

管理職
手当　

理事　　　　　　　　　　　　 45,000円
課長、教育次長、事務局長　　　 40,000円
課長補佐、所長、参事　　　　　 30,000円

異 9,360千円 492,632円

（２） 定員管理の数値目標

　　　　　区分
部門　　　　　

平成22年
計画前年

一般行政
職員数

公営
企業等

増減

特別行政
職員数

増減

職員数

増減

増減

職員数
計

86

－

22

－

19

－

127

－

86

0

21

▲ 1

19

0

126

▲ 1

平成23年
１年目

㊟計画期間は、23年～27年の５年間。

（１） 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

㊟１　職員数は一般職に属する職員数で、教育長を含む。
　２　［　　］内は、条例定数の合計。

　　　　　　　　　　　区分

部門　　　　　　　　　　　

職員数
対前年増減数

平成23年 平成24年

普
通
会
計
部
門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

議会
総務
税務
民生
衛生

農林水産
商工
土木

2
24

6
22
11

6
2
9

0
0

△ 1
△ 3

0
0
0
0

計 82 △ 4

教育部門 23 2

小計 105 △ 2

水道
下水道
国保等

6
5
9

0
0
1

小計 20 1

合計 125
［ 139 ］

△ 1
［　 0 ］

一
般
行
政
部
門

　　（24年度支給割合）
　　　　　　　2.95 月分

　　（24年度支給割合）
　　　　　　　2.95 月分

（３） 特殊勤務手当 （平成24年４月１日現在）
　　　平成18年度よりすべて廃止しました。

2
24

7
25
11

6
2
9

86

21

107

6
5
8

19

126
［ 139 ］

86

0

22

1

19

0

127

1

平成24年
２年目

86

0

21

▲ 1

19

0

126

▲ 1

平成25年
３年目

平成26年
４年目

▲ 1

125

0

19

0

21

▲ 1

85 85

0

21

0

19

0

125

0

平成27年
５年目

全体計画

▲ 2

0

▲ 1

▲ 1

平成23年度 平成22年度

支給総額
職員１人当たり

平均支給額
支給総額

職員１人当たり
平均支給額

15,161千円 18,508千円176千円 213千円

　５　特別職の報酬等の状況（平成24年４月１日現在）

　６　職員数の状況

広報うじたわら 平成24年12月号05

町職員の
給与状況
　宇治田原町職員の給与や定員管理についてお知らせします。町職員の給
与等は地方公務員法第24条の規定により、国や他の地方公共団体の給与
等を考慮し、町議会の議決を経て、条例で定められています。
　また、定員管理については年次計画を作成し、事務事業の見直し、組織
機構の簡素合理化、民間委託の活用を図り、人員の適正配置に努めるとと
もに、今後の行政需要の動向を勘案しながら、極力増員を抑制しています。
　なお、お知らせする給与等は、税金や各種保険料等を差し引く前の額で、
いわゆる手取額ではありません。

　１　総括（普通会計決算）平成23年度

（１）人件費の状況

（２）職員給与費の状況

㊟１　職員手当には退職手当を含まない。
　２　職員数は、平成23年４月１日現在の人数である。

　２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料・給与の状況 （平成24年４月１日現在）
①一般行政職

②技能労務職

㊟１「平均給料月額」とは、平成24年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均。
　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ

ての諸手当の額の合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもの。
　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務

手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもの。
　３　国の「平均給料月額」及び「平均給与月額」は、給与改定・臨時特例法に基づく給与減額支給措置

による減額後の額。
　４「技能労務職」とは清掃職員、学校給食員、用務員等をいう。

（２）職員の初任給の状況 （平成24年４月１日現在）

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）

　３　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

㊟１　宇治田原町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　２「標準的な勤務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

平成24年
の構成比

１級

２級

３級

４級

５級

６級

　　歳出額　Ａ 実質収支 　人件費　Ｂ
人件費率
　Ｂ／Ａ

（参考）　　
22年度の
人件費率

3,714,066千円 123,772千円 938,100千円 25.3％ 23.3％

住民基本
台帳人口

（23年度末）

9,809人

職員数
　　　Ａ

給与費 一人当たり
給与費　　
　　Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　計　　Ｂ

385,783千円 57,236千円 137,916千円 580,935千円110人 5,281千円

宇治田原町 307,526円40.3歳

区分 平均給料月額 平均給与月額平均年齢
平均給与月額
（国ベース）

358,631円 335,420円

国 304,944円42.8歳 ― 372,906円

宇治田原町 49.2歳

区分 平均給与月額
（Ａ）平均年齢

平均給与月額
（国ベース）

347,364円 343,660円

国 49.7歳 ― 307,506円

公務員

327,888円

平均給料月額

270,465円

14人

職員数

3,479人

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

宇治田原町 172,200円 144,500円 172,200円 144,500円

――140,100円172,200円国

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 大学卒高校卒 高校卒

経験年数
10年

12年６月平均
経験年数

平均
給料月額 265,331円

経験年数
15年

17年７月平均
経験年数

平均
給料月額 318,606円

経験年数
20年

21年７月平均
経験年数

平均
給料月額 354,973円

―

―

―

―

22年０月

319,000円

―

―

16年２月

299,100円

―

― 321,900円

24年８月

275,300円

19年４月

―

―

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な
職務内容

職員数 ２人 19人

構成比 2.3％ 22.1％

30人

34.9％

19人

22.1％ 3.5％

３人 13人

15.1％

(％)10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000

１年前の
構成比

５年前の
構成比

2.3

1.2

1.2

22.1 34.9 22.1 3.5 15.1

31.8 24.7 21.2 3.5 17.6

46.0 13.8 14.9 6.9 17.2

定期的な業
務を行う　
主事、技師
保育士　　
保健師　　

高度の知識
又は技術、　
経験を必要
とする　　
主事、技師
保育士　　
保健師　　

主任、主査
の職務　　

係長　　　
の職務　　

課長補佐
の職務　　

理事、課長
教育次長　
事務局長　
の職務　　

（１） 期末手当・勤勉手当

宇治田原町 国

１人当たり平均支給額（23年度）　　
　　　　　　　　　　　　1,313千円 ―

㊟（　）内は、再任用職員に係る支給割合。

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算　　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算　　５～20％
　・管理職加算　10～25％

（23年度支給割合）
　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　2.60　月分　　1.35　月分
　　　 （1.45） 月分　 （0.65） 月分

（23年度支給割合）

　　　　　　本町と同じ

（24年度支給割合）
　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　2.60　月分　　1.35　月分
　　　 （1.45） 月分　 （0.65） 月分

（24年度支給割合）

　　　　　　本町と同じ

　４　職員の手当の状況



子 育 て 支 援
センター事業

12月
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親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として
「地域子育て支援センター」を開設しています。
いつでも気軽にお越しください。（平日：午前９時30分～午後４時）

子育て通信

■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

１

７ ８６５４３２

14 15131211

21 222019181716

23 24 25 26

10９

27 28

子育てサークル活動日
ママ＇sアクション
５日（水）10：30～　みんなの家
わらべうたサークル
14日（金）10：30～　みんなの家
たんぽっぽサークル
19日（水）10：30～　子育て支援センター

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方
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　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

「みんなの家」開放日
毎週水 ･金曜日　10：00～15：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

10：00～正午
郷之口会館

まいまい
おでかけ広場

リース作り

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　18日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

10：00～正午
子育て支援センター

ファミサポ
交流会

時短お掃除テクニック

■問 保健センター（☎88－6636）
保健センターだより

師走の忙しい時期を
野菜パワーで元気に
これから忘年会やお正月と食事や飲酒の機会が多くなります。
寒さもこれからが本番です。
いつも以上の体調管理に努めて風邪やストレスに負けない体
づくりを心がけることが大事です。
ビタミン・ミネラル・食物繊維などが豊富な旬の野菜を積極的
に取って、元気に新年を迎えましょう。

●野菜の目標摂取量１日350ｇ

　野菜の１食あたりの摂取量の目安は、両手いっぱい
の生野菜または野菜料理２皿分です。

●旬の野菜は栄養が豊富

　カブ、ほうれん草、金時人参、大根、ごぼう、白菜、
サツマイモ・小松菜など、ビタミン・ミネラルを多く
含む旬の野菜をたっぷり食べましょう。　　　　　　
　旬の野菜は、安価で、栄養価が高く（例：ほうれん
草のビタミンＣは夏に比べて冬は３倍）、新鮮でおい
しいです。また、色の濃い緑黄色野菜は、色のうすい

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ネンネ広場

冬の病気について

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

南公民館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

お誕生会
パネルシアター

　　会員以外
どなたでも参加
できます。年末
お家の中をピカ
ピカにしてみま
　　せんか。

今月の
保健・予防日程

一般・乳幼児健康相談○予
　11日㊋、26日㊌　午前９時～11時受付
乳児後期健康相談
　７日㊎　午後１時～１時30分受付
離乳食教室○予
　12日㊌　午前10時～正午
マタニティ教室（妊娠・栄養編）○予
　14日㊎　午後１時15分～１時30分受付
２歳児歯科健診
　21日㊎　午後１時～１時30分受付
乳幼児身体計測○予
　７日㊎、21日㊎　午後２時～３時
BCG予防接種
　18日㊋　午後１時15分～２時受付
＊いずれも保健センター　○予 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

高尾公民館　　３日㊊【昼】
郷之口会館　　13日㊍【朝】、18日㊋【昼】
銘城台自治会館　　14日㊎【朝】
荒木（やすらぎ荘）　　14日㊎【昼】
南公民館　　６・20日㊍【朝】
岩山会館　　７日㊎【朝】
緑苑坂自治会館　　３日㊊【朝】
禅定寺会館　　21日㊎【朝】
立川公民館　　11日㊋【昼】
湯屋谷会館　　11日㊋【朝】
奥山田会館　　13日㊍【昼】
＊【朝】＝午前10時～正午
　【昼】＝午後 ２ 時～４時

■問 ･■申 在宅介護支援センター（☎88－5784）

10：00～正午
みんなの家

みんなの家
ホームパーティー

予約制

30 31

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

　　ネンネ広場、
ヨチヨチ広場両日
とも、風邪の予防、
冬のカサカサ肌対
策など、保健師より
　話しを聞きます

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ヨチヨチ広場

冬の病気について

● 子育て支援センター休館日
　12月29日～1月4日
● みんなの家休館日
　12月26日～1月8日

子どもの事故は

きちんと注意を向けていれば防げます。

　あらゆる年齢の中で、最も事故を起こしやすいのが幼い子

どもです。１歳を過ぎた子どもの死因で１番多いのが事故で

もあります。そして、そのほとんどの事故は、保護者がきち

んと見守ることで防ぐことができるのです。

　特に命を落とす可能性が大きいのは、自動車事故・火事・

水の事故。よくある事故は、転落・やけど・毒物の誤飲です。

どんな時に事故が起こるのでしょう？

・朝の８時～９時頃（朝の準備が忙しい時。まだ親が寝てい

　るのに子どもが先に起きている時）

・夕方５～７時頃（夕食の準備に忙しく親も疲れている時）

・家族が問題をかかえている時（両親が病気、家庭内不和な

　ど精神的に余裕がない時など）

※事故は、親の頭の中がひとつの事でいっぱいで他の事に注

意がまわらない時に最も起こりやすいのです。子どもが今

どんな事ができるのかを把握しておくことも大切です。子

どもだけにはしないようにしましょう。

Health　center

淡色野菜に比べてビタミン・ミネラルが豊富です。
　積極的に旬の野菜、緑黄色野菜を食べて健康な体作
りをしましょう。

●休肝日を作って飲酒しましょう

　口から入ったアルコールは胃や小腸で吸収され、血
液に入って全身をめぐった後、肝臓へ送られ分解、処
理されます。そのため、大量に飲酒すれば肝臓に負担
がかかります。
適正なアルコール量（１日）の目安
　ビール　　中ビン１本（500ml）202kcal
　日本酒　　　　　１合（180ml）185kcal
　焼酎　　　　　0.6合（110ml）156kcal
　ワイン　　　　　１杯（180ml）131kcal
　　＊いずれか１種類

　お酒に弱い体質の人や女性や高齢者これよりも少量
に。毎日飲まず、肝臓を休めるために休肝日を作りま
しょう。

１食に野菜料理２皿食べていますか？

１食あたり
これぐらいの野菜を食べましょう。

10：00～11：30
みんなの家

まいまい
あそびの広場

わらべうた

保育所発表会

9：30～正午
町立保育所

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １

２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８

９ 　 10　 11　 12　 13　 14　 15

16　 17　 18　 19　 20　 21　 22

 ／　 ／　 25　 26　 27　 28　 29

12月

お
知
ら
せ

23
30

24
31

講　

座

茶
史
講
座

宇
治
田
原
の
茶
史
を
学
ぶ

　

平
成
20
年
か
ら
茶
に
関
す
る

資
料
の
収
集
・
調
査
を
行
い
、

町
独
自
の
茶
史
の
編
さ
ん
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
調
査
の

経
過
状
況
を
も
と
に
、３
回（
第

１
回
は
開
催
済
み
）
の
歴
史
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

❷
「
永
谷
家
製
茶
道
具
か
ら
見

え
た
も
の
」

講
師　

藤
本
愛
さ
ん
（
町
古
文

書
調
査
員
）

日
時　

12
月
６
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～

❸
「
古
文
書
を
読
む
」

講
師　

植
村
明
子
さ
ん
（
町
古

文
書
調
査
員
）

日
時　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～

共
通
事
項

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
成

人
）

定
員　

各
回
先
着
15
名

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

離
乳
食
教
室

　

お
子
様
に
合
わ
せ
た
離
乳
食

を
楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

生
後
４
～
７
か
月
児
と

そ
の
保
護
者

日
時　

12
月
12
日(

水)

午
前

10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
お
子

様
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
あ
り
）

内
容　

調
理
実
習
・
試
食
、
離

乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン・三
角
巾（
乳

児
の
水
分
補
給
・
オ
ム
ツ
・
お

し
り
拭
き
）

定
員　

先
着
９
組

申
込
期
間　

12
月
５
日
（
水
）

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

子
ど
も
料
理
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
和
風
ケ
ー
キ
を

作
ろ
う

日
時　

12
月
15
日
（
土
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

維
孝
館
中
学
校
調
理
室

講
師　

上
辻
容
子
さ
ん
（
ま
ち

の
名
人
）

対
象　

幼
稚
園
・
保
育
所
年
長

以
上
の
児
童
（
小
学
２
年
生
以

下
の
児
童
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

先
着
20
名

申
込
期
限　

12
月
10
日
（
月
）

材
料
費　

１
５
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、水

筒
（
お
茶
）

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

相　

談

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

調
査
に
よ
る
と
、「
過
去
に
購
入

し
た
商
品
や
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
消
費
者
被
害
に
遭
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
方

が
約
20
％
い
ま
し
た
。
そ
の
被
害

総
額
は
約
２
千
７
百
億
円
に
上

り
ま
す
。
し
か
し
、一
つ
ひ
と
つ

の
被
害
は
10
万
円
未
満
の
も
の

が
多
く
、
被
害
を
誰
に
も
相
談

し
な
か
っ
た
方
が
36
％
も
い
ま

し
た
。「
相
談
し
て
も
仕
方
が

な
い
」「
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
の
過
半
数
を
占
め
ま
す
。

　

本
町
で
も
、訪
問
販
売
で「
高

額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
て
後
悔

し
た
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
幸
い
ご
相
談
に
来
ら

れ
た
の
が
早
か
っ
た
た
め
、
支

払
っ
た
お
金
は
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
件
は
後

日
、
同
じ
よ
う
な
被
害
の
訴
え

が
広
域
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
警
察
を
含
め
た
府
行

政
が
対
応
し
ま
し
た
。
相
談
事

例
の
情
報
が
行
政
に
共
有
さ
れ

た
た
め
で
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
す
る
と
、
そ
の
情

報
は
個
人
情
報
を
除
き
統
計
処

理
さ
れ
、
被
害
の
拡
大
防
止
に

も
役
立
ち
ま
す
。

12
月
の
消
費
生
活
相
談
日

11
・
25
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

■問
産
業
振
興
課（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

身
体
障
が
い
者
相
談

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、
施

設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

募　

集

第
47
回
一
人
親
家
庭
の
つ
ど
い

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
一
人

親
家
庭
相
互
の
交
流
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

日
時　

12
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所　

や
す
ら
ぎ
荘

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
昼
食

あ
り
）

申
込
期
限　

12
月
14
日
（
金
）

参
加
費　

無
料

協
力　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

特
別
配
食
（
お
せ
ち
）
サ
ー
ビ
ス

対
象

・
社
協
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

中
の
世
帯

・
満
65
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
（
希
望
者
）

・
満
70
歳
以
上
高
齢
者
の
み
の

世
帯
（
希
望
世
帯
）

※
正
月
に
家
族
や
親
戚
等
と
過

ご
さ
れ
る
世
帯
は
除
く

利
用
料　

１
食
２
，０
０
０
円

（
内
容
は
５
，０
０
０
円
相
当
）

申
込
期
限　

12
月
17
日
（
月
）

配
食
日
時　

12
月
31
日
（
月
）
午

後
２
時
～

■問
・
■申
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

８
８-

３
２
９
４
・
FAX
８
８-

４

０
９
４
）

節
目
の
乳
が
ん
検
診　

宇
城
久

の
病
院
で
も
受
診
で
き
ま
す

　

乳
が
ん
検
診
の
「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
を
使
っ
て
受
診
で
き

る
医
療
機
関
が
、
こ
れ
ま
で
３

機
関
（
京
都
八
幡
病
院
、
男
山

病
院
、
田
辺
中
央
病
院
）
で
し

た
が
、
12
月
か
ら
宇
治
・
城
陽
・

久
御
山
の
医
療
機
関
で
も
受
診

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
詳
細
を
11
月
末
に

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。
お
早

め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限　

平
成
25
年
２
月
28

日
（
木
）

実
施
医
療
機
関　

▼
京
都
八
幡
病

院
▼
男
山
病
院
▼
田
辺
中
央
病

院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
▼
宇
治

病
院
▼
宇
治
武
田
病
院
▼
第
二

岡
本
総
合
病
院
▼
京
都
き
づ
川

病
院
▼
ほ
う
ゆ
う
病
院
▼
久
御

山
病
院

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

～
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

　

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
～

　

共
同
募
金
事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
12
月
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
募
金
は
町
内
の
た

す
け
あ
い
や
支
え
合
い
活
動
を

広
げ
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
８-

３
２
９
４
）／
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.141　肉団子の白菜煮

（１人分） エネルギー 78kcal　蛋白質 4.5ｇ　脂質 4.5ｇ　カルシウム 27mg　塩分 0.6ｇ

 今月の食改さん

高田美智子さん
 第５班（岩山）

　フライパン一つで
出来上がり！とって
も簡単 !!
　あっさりしていて
美味しい。

材　料

豚ひき肉……70g
コーン……25g
たまねぎ……25g
白菜……200g
卵……1/4個
しょうゆ…大さじ3/4

作り方

１ ボールにひき肉、玉ねぎ、
コーン、卵、塩、砂糖、片
栗粉を入れ、こね混ぜ、一
口大に丸めて、フライパン
で焼き取り出しておく。

２ ①に１㎝位に切った白菜を
少量の水で柔らかくなるま
で煮る。

３ 柔らかく煮上がってきたら、
肉団子をもどし、しょうゆ
をまわし入れ、刻みねぎを
入れてひと煮立ちさせる。

（4人分）

白菜はビタミンＣ・食物
繊維が豊富に含まれてい
ます !!お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
秋
の
叙
勲

　
　

旭
日
双
光
章　

下　

岡　

久
五
郎
さ
ん

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

臼　

谷　

吉　

彦
さ
ん

関
西
茶
業
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　

安　

井　

徳　

昭
さ
ん

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

利　

田　

雅　

孝
さ
ん

京
都
府
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

坊　
　
　

啓　

子
さ
ん

京
都
府
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　

奥　

村　

鈴　

子
さ
ん

㈳
京
都
府
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

　
〔
食
品
衛
生
優
良
施
設
〕

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社 

木
谷
製
茶
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
代
表
取
締
役 

木
谷
喜
六
さ
ん
）

塩……少々
きざみねぎ……少々
片栗粉……大さじ1/3
油……大さじ1/2
砂糖……小さじ1/6
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社
協
通
信

消
費
者
被
害
！
そ
の
と
き
あ
な

た
は
…
？

　

消
費
者
庁
が
昨
年
度
行
っ
た

日
時　

整
形
外
科
＝
12
月
５
・

12
・
19
・
26
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン



前売チケット12月12日から販売。高齢者学び応援パスが利用可
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宇
治
田
原
で
働
く
機
会
に

町
内
合
同
企
業
説
明
会

　

町
内
で
営
業
・
操
業
し
、
人

材
を
求
め
る
企
業
が
集
ま
る「
町

内
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
開
催
時
間
内
に
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
参
加
企
業
の
「
募

集
状
況
・
内
容
一
覧
表
」
を
会

場
で
配
布
し
、
参
加
者
が
参
加

企
業
等
の
情
報
の
収
集
に
、
各

企
業
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に
訪
問

し
ま
す
。
面
接
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
企
業
は
募
集
内
容

や
自
社
の
説
明
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
在
住
で
な
く
て

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
（
月
）
午
後

２
時
～
４
時

会
場　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

■問
産
業
振
興
課（
☎
８
８-

６
６

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

保
証
料
・
利
子
の
補
給
制
度

　
「
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制

度
」
と
「
日
本
政
策
金
融
公
庫

融
資
制
度
」
の
う
ち
、
対
象
と

な
る
融
資
制
度
を
利
用
の
場
合

は
、
保
証
料
と
利
子
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

保
証
料
補
給
制
度

対
象
融
資
制
度

▼
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

・
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資

・
経
営
発
展
支
援
融
資
（
設
備

投
資
内
災
害
復
旧
）

・
経
営
支
援
緊
急
融
資

・
東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資
（
復

興
緊
急
資
金
）

交
付
対
象
者　

平
成
24
年
中
に

利
用
し
た
方
（
年
２
回
以
上
融

資
を
受
け
た
場
合
は
、
い
ず
れ

か
１
回
）

申
請
時
期　

平
成
25
年
２
月

利
子
補
給
制
度

対
象
融
資
制
度

▼
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

・
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資

・
経
営
発
展
支
援
融
資
（
設
備

投
資
内
災
害
復
旧
）

・
経
営
支
援
緊
急
融
資

・
あ
ん
し
ん
借
換
融
資

・
東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資
（
復

興
緊
急
資
金
）

▼
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制
度

・
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
（
略
称
○経
）

交
付
対
象
者　

平
成
23
年
中
に

利
用
し
、
支
払
利
子
が
発
生
し

た
方
（
年
２
回
以
上
融
資
を
受

け
た
場
合
は
、い
ず
れ
か
１
回
）

申
請
時
期　

平
成
25
年
１
月

※
両
制
度
と
も
、
町
税
の
滞
納

が
な
い
な
ど
の
交
付
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
証
協

会
等
か
ら
の
情
報
提
供
で
、

交
付
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
町
が
把
握
し
た
方
に

は
別
途
、
通
知
し
ま
す
。

■問
産
業
振
興
課（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

京
都
地
方
税
機
構
・
山
城
中
部

地
方
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

京
都
地
方
税
機
構
は
、
平
成

21
年
８
月
に
国
の
許
可
を
受
け

設
立
さ
れ
た
「
特
別
地
方
公
共

団
体
」
で
す
。
京
都
府
と
府
内

25
市
町
村
す
べ
て
（
京
都
市
を

除
く
）
が
構
成
団
体
と
な
り
、

平
成
22
年
４
月
よ
り
徴
収
業
務

を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
滞
納
が
続
く
前
に
納
税
相
談
を

　

納
期
限
を
超
え
、
督
促
状
が

発
付
さ
れ
た
税
は
、
滞
納
と
し

て
京
都
地
方
税
機
構
へ
移
管
さ

れ
ま
す
。
一
括
納
付
な
ど
が
困

難
な
方
は
、
京
都
地
方
税
機
構

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
が

継
続
す
る
と
滞
納
整
理
事
務
を

開
始
し
ま
す
。
場
合
に
よ
り
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
方
税
の
法
人
申
告
は
一
括

で
提
出
で
き
ま
す

　

京
都
府
と
府
内
25
市
町
村（
京

都
市
を
除
く
）の
法
人
府
民
税
・

事
業
税
や
法
人
市
町
村
民
税
の

申
告
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
京
都
地
方
税
機
構

法
人
申
告
セ
ン
タ
ー
に
一
括
提

出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
地
方
税
機
構
・
山
城
中

部
地
方
事
務
所
（
☎
徴
収
第
３

課
＝
４
６-

６
５
６
６
・
〒
６

１
１-

０
０
４
３
宇
治
市
伊
勢

田
町
新
中
ノ
荒
21-

８
府
立
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
１
階
）／

京
都
地
方
税
機
構
法
人
申
告
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
７
５-

４
１
４-

５
１
５
１
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の

活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

今
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-
６

６
３
２
）

身
分
証
明
に
も
使
え
ま
す

住
基
カ
ー
ド

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」は
、

公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
要
な

と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

原
則
本
人
が
窓
口

で
申
請
（
申
請
か
ら
交
付
ま
で

約
２
週
間
必
要
）

必
要
書
類
等　

本
人
確
認
書
類（
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
）、
印
鑑
、

写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㌢
×
横

３
・
５
㌢
、
無
帽
・
無
背
景
・

正
面
の
６
か
月
以
内
に
撮
影
）。

カ
ー
ド
交
付
時
に
手
数
料
５
０

０
円

有
効
期
限　

10
年
間

備
考　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る

の
に
必
要
な
電
子
証
明
書
（
別

途
手
数
料
５
０
０
円
）
の
取
得

に
は
別
途
申
請
が
必
要
。
有
効

期
限
３
年
間
。
期
限
切
れ
の
方

は
更
新
手
続
き
が
必
要

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
登
録
を
忘
れ
ず
に

年
１
回
は
狂
犬
病
予
防
注
射

　

飼
い
犬
に
毎
年
１
回
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
は
、
法
で
定
め
ら
れ
た
飼
い

主
の
義
務
で
す
。
ま
だ
接
種
し

て
い
な
い
場
合
は
動
物
病
院
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
は
登
録
を　

狂
犬
病
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
町
に
飼
い
犬

を
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
い
始

め
た
方
、
ま
だ
登
録
し
て
い
な

い
方
は
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
登
録
時
に
交
付
す

る
鑑
札
は
首
輪
等
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

登
録
後
の
住
所
変
更
等　

転
入
・

転
出
・
譲
渡
・
譲
受
等
で
飼
い

主
や
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
、

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

休館日　毎週火曜日
　24日（月・振替休館日）
　28日（金）～１月４日（金）
　　（年末年始）

今月の予定

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り

五
節
句
を
折
る

小
林
一
夫　
著

　

気
付
け
ば
も
う
師
走
。

年
末
年
始
を
控
え
て
、
忙

し
い
月
の
始
ま
り
で
す
。

　

昔
か
ら
奇
数
の
月
は
縁

起
の
良
い
月
と
し
、
そ
の

月
と
同
じ
数
の
日
を
重
陽

の
日
と
し
て
、
一
年
の
節

目
（
節
句
）
の
お
祭
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
節
句「
お
正
月
」

の
お
迎
え
に
、
祝
箸
袋
や

縁
起
物
の
お
飾
り
を
、
折

り
紙
で
作
っ
て
み
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

手
作
り
の
お
飾
り
で
新

年
を
迎
え
る
の
も
、
よ
い

お
正
月
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ク
リ
ス
マ
ス･

正
月
の
工

作
図
鑑

岩
橋
し
お
い　
著

　

冬
の
行
事
と
い
え
ば
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
お
正
月
。

　

か
わ
い
い
サ
ン
タ
人
形

や
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
、

お
正
月
の
飾
り
を
ど
ん
ぐ

り
や
松
ぼ
っ
く
り
、
落
ち

葉
な
ど
身
近
な
材
料
を

使
っ
て
、
親
子
で
工
作
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

お
天
気
の
日
に
、
お
弁

当
を
持
っ
て
、
家
族
で
材

料
集
め
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。

な
ん
て
い
う
の
も
、
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

クリスマスおはなし会
　今年も恒例のクリスマスおはなし会を開催しま
す。ご家族そろっての参加をお待ちしています。

日時　12月９日日　午前11時～
場所　総合文化センター研修室 1
内容　●リコーダーとうたおう！
　　　●人形劇『おおかみと七ひきのこやぎ』・
　　　　　　　　『ごちそうパクリ』
　　　●大型紙芝居『ケーキができたわけ』
　　　●大型絵本『きょだいなきょだいな』
　　　●このほか楽しいメニューを予定

Event info

■問総合文化センター　☎88－5851

森昌子ふるさとコンサート
　　　　～春夏秋冬こころのうた～
平成
　25年2月16日土
開　演　午後５時（開場　午後４時30分）
場　所　総合文化センターさざんかホール
前売券　4,000円  *全席指定
　　　　　（当日券 500円増）

・ＵＰ満点カード５枚とチケット１枚を交換。
　（総合文化センターでのみ、先着200席）
・高齢者学び応援パスポートでの購入（販売は12月
　19日から）は総合文化センターのみとなります。
・未就学児の入場は、ご遠慮ください。

前売チケット発売所
　総合文化センター、本と文具つかたに
　大辻百貨店、山利呉服店

童話と唱歌を皆さんと

一緒に楽しむコンサートです

３
８
）
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破
裂
・
凍
結
に
備
え
を

水
道
管
に
も
冬
支
度

　

冬
に
な
る
と
水
道
の
水
が
凍
っ

た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

多
い
の
は
、❶
む
き
出
し
に
な
っ

た
水
道
管
❷
北
向
き
に
あ
る
水

道
管
❸
風
当
た
り
の
強
い
と
こ

ろ
に
あ
る
水
道
管―

で
す
。

　

凍
結
や
破
裂
か
ら
水
道
管
を

守
る
た
め
に
、
水
道
管
や
蛇
口

部
分
に
保
温
材
な
ど
を
巻
き
付

け
て
く
だ
さ
い
。
手
軽
な
方
法

と
し
て
、
古
い
毛
布
や
布
き
れ

な
ど
を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
も
布
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
詰
め
る
な
ど
し
て
、
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

た
と
き
は
、止
水
栓（
水
道
メ
ー

タ
ー
の
横
に
あ
る
コ
ッ
ク
）
を

閉
め
て
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

や
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け
て
応
急

対
処
を
し
、
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
の
使
用
量
や
水
道
料
金

が
普
段
よ
り
異
常
に
多
く
な
っ

た
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
宅
地

内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
部
分
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る

場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

高
校
通
学
費
補
助

対
象　

町
内
に
在
住
す
る
方
で
、

高
等
学
校
（
専
修
学
校
、
各
種

学
校
含
む
）
に
バ
ス
通
学
を
し

て
い
る
生
徒
の
保
護
者
。
た
だ

し
、
支
給
対
象
期
間
は
中
学
校

卒
業
後
３
年
間

補
助
額　

乗
車
区
間
に
応
じ
て

補
助

申
請
方
法　

高
校
通
学
費
補
助

金
申
請
書
に
、「
通
学
定
期
券

の
写
し
」・「
バ
ス
カ
ー
ド
」（
い

ず
れ
も
補
助
対
象
期
間
分
す
べ

て
が
必
要
）
を
添
付
し
提
出

申
請
書
の
配
布　

教
育
委
員
会

教
育
課
、
役
場
戸
籍
・
保
険
課
、

京
阪
宇
治
バ
ス
定
期
券
販
売
窓

口
に
備
付
け
。
教
育
委
員
会
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
請
期
間　

１
月
７
日
（
月
）
～

31
日
（
木
）

緊
急
就
学
等
支
援
対
策
事
業

　

景
気
低
迷
や
離
職
・
倒
産
等

で
収
入
が
激
減
し
た
ご
家
庭
は

補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
の

不
審
電
話
に
ご
注
意

　

最
近
、
府
内
で
市
役
所
職
員

を
名
乗
る
者
か
ら
「
医
療
費
の

払
い
戻
し
が
あ
る
の
で
、
今
か

ら
言
う
社
会
保
険
事
務
所
の
電

話
番
号
に
電
話
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
還
付
金
を
装
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な

電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

市
や
町
の
職
員
な
ど
が
還
付

金
な
ど
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
操
作
を
指
示

す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
際
は
、

む
や
み
に
個
人
情
報
を
教
え
た

り
せ
ず
、
あ
わ
て
な
い
で
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、
ご
家
族
や

警
察
に
相
談
す
る
か
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

モニター通信

広報モニター
浅田　美幸さん（湯屋谷）

「
今
、
思
う
こ
と
」

 

宇
治
田
原
に
住
ん
で
も

　
　
　

う
す
ぐ
25
年
に
な
る
。

宇
治
田
原
に
住
む
前
は
宇
治

に
住
ん
で
い
た
。
徒
歩
５
分

以
内
に
駅
が
あ
る
。
買
い
物

も
と
て
も
便
利
だ
。
と
て
も

便
利
だ
が
、
も
う
一
度
住
ん

で
み
た
い
と
は
今
は
思
わ
な

い
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
を
育

て
る
の
に
は
宇
治
田
原
が
素

晴
ら
し
い
所
だ
と
思
う
か
ら

だ
。

　

私
に
は
２
人
の
息
子
が
い

る
。
２
人
の
息
子
は
宇
治
田

原
で
育
っ
て
き
た
。
小
さ
い

と
き
か
ら
自
然
の
中
で
生
活

し
て
い
る
。
と
き
に
は
、
裏

山
の
中
か
ら
友
達
と
出
て
き

た
り
し
て
私
を
驚
か
し
た
。

裏
山
が
遊
び
場
だ
っ
た
。

　

１
年
生
の
と
き
か
ら
家
に

帰
っ
て
く
る
の
は
い
つ
も
夕

方
。
午
後
か
ら
の
授
業
が
な

い
の
に
、
な
ぜ
遅
く
な
る
の

か
と
聞
け
ば
、
下
校
途
中
に

遊
び
場
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

暑
い
と
き
は
途
中
の
お
茶
屋

さ
ん
で
冷
た
い
お
茶
を
ご
ち

そ
う
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

息
子
た
ち
が
悪
い
こ
と
を

し
た
と
き
は
し
か
っ
て
く
れ

る
、
け
が
を
し
た
と
き
は
治

療
し
て
く
る
近
所
の
人
た
ち

が
い
る
。
隣
近
所
に
誰
が
す

ん
で
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な

い
地
域
で
は
、
多
分
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
仕
事

を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

こ
ん
な
温
か
い
近
所
の
人
た

ち
の
い
る
地
域
で
子
育
て
が

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

息
子
は
今
、
大
学
生
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

ご支援ありがとうございました
京都府南部豪雨災害
被災者支援募金
３８,６７５円

　去る８月13日夜から14日朝にかけて府
南部地域を襲った豪雨による被災者を支援す
るため、町では、社会福祉協議会と連携し、
８月21日～10月30日まで各公共施設等６
箇所に募金箱を設置して、広く義援金を募って
きました。また、区長会（ふるさとまつりのブー
ス）や荒木区夏祭り「ふれあいひろば」実行
委員会が、独自に募金活動に取り組み、集まっ
た募金は役場に届けられました。お寄せいた
だいた募金は、日本赤十字社京都府支部を通
じて、被災者の皆さんへお届けしました。

■問総務課　☎88－6631

応援ありがとう
ございました。

ゆるキャラグランプリ2012
総合　329位

　インターネット投票で全国のゆる
キャラのグランプリを決める「ゆる
キャラグランプリ2012」が11月16
日に終了し、我らが「茶ッピー」は全
国865体のうち総合329位（京都府
内33体中７位）でした。２か月間の
グランプリ期間中、応援投票ありがと
うございました。
　今後ともまちのマスコットとしてい
ろんなことに挑戦しますので、皆さ
ん、茶ッピーの活躍を見守ってくださ
いね。

■問茶ッピープロジェクト事務局
　　（企画・財政課内　☎88－6632）

Pick up

【ごみ収集】 ■問建設・環境課　☎88－6639

年末年始のごみ・し尿収集

収集日程
　年末のごみ収集は、12月28日（金）まで通常どおりの収集曜日で行い
ます。特別収集として、12月30日（日）にＡ地域の「燃やすごみ」の収
集を行います。
　12月31日（月）から１月３日（木）までごみ収集はお休みとなります。
また、年始のごみ収集は、１月４日（金）から通常の収集曜日（資源物以外）
で収集します。１月２日（水）の資源物はお休みになります。そのため、
１月の資源物の収集日程にご注意ください。

【１月の資源物の収集日】

お願い
　大掃除、片付けで増えたごみを確実に収集できる
よう特に年末年始は、正しく分けて出してください。
▶収集日以外の日にごみを出さないでください。
▶日により収集時間が変わることがありますので、ごみは収集日当日の

午前８時30分までに必ず出してください。年末年始は普段とは違う
体制で収集します。

▶カセットボンベは、必ず使いきってから中の見える袋で、「燃やすご
みの日」に「燃やすごみ」とは別の袋で出してください。また、カセッ
トボンベと電池は別々の袋で出してください。

▶町で収集できないごみは、ごみステーションに出さないでください。
例えば、自動車・バイク部品、消火器、バッテリー、油類、草刈機（刃）
農業用ビニール製品、事業系廃棄物など。専門処理業者で処理してく
ださい。収集できるかどうかなど、ご不明な点は問い合わせください。

直接自己搬入する場合
　大掃除などで家庭ごみが大量にでる場合は、城南衛生管理組合へ直接
自己搬入することができます。役場建設・環境課で自己搬入指示書の交
付を受けてから管理組合へ搬入してください。搬入できるのは、平日午
前８時30分から午後４時（正午から午後１時を除く）までです。年末
は12月28日（金）まで受け付けます。ただし、町で収集できないごみ
は搬入できません。

【し尿収集】■問城南衛生管理組合業務課　☎075－631－5171

　定期収集の「くみもれ」があれば、収集口を確認のうえ（土・日曜日、
祝日の場合はその翌日）、管理組合に連絡してください。年内のし尿収集
のお問い合わせは12月28日（金）午後５時15分まで。これ以降は年明
け１月４日（金）午前８時30分から受け付けます。
　年末年始の臨時収集（有料）の予約は、受付件数に限りがありますので、
お早目にお願いします。

飲食料缶
ペットボトル

飲食料ガラスびん
紙パック

食品発泡トレー類

Ａ地域 ９日・23日（水） 16日・30日（水）

Ｂ地域 16日・30日（水） ９日・23日（水）



わが家のアイドル。

　いつの間にか、年末が迫って
きました。
　今年１年も、いろいろな方のお
かげで、なんとか期日に「町民の
窓」をお届けすることができまし
た。大変お世話になり、ありが
とうございました。
　昨年のこの時期に、水道の蛇
口に向かって「パパ」と言ってい
た娘が、きちんと「父親＝パパ」
と認識できるようになりました。
私が仕事から帰ると家に入る前
から、家の中から「おかえり」を
連発してくれます。１年の成長を
実感し、また来年の成長を願う
ところです。
　皆様、よいお年をお迎えください。
　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

December 2012 10

くとうてん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

伊藤　てるさん　（98歳）
元気のひけつは…。
美味しい物を食べて、ひ孫達の
元気な姿を見てひ孫からパワー
をもらう事です。毎日元気でい
れたら、ありがたいです。

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
あ

と
ひ
と
月
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年

は
、
ど
ん
な
年
に
な
り
ま

し
た
か
。

　

京
都
府
下
で
は
、
京
都

市
内
の
繁
華
街
で
暴
走
車

に
よ
る
死
傷
事
故
が
発
生

し
、
亀
岡
市
内
で
は
徹
夜

で
遊
ん
で
い
た
少
年
が
、

無
免
許
居
眠
り
運
転
で
登

校
中
の
児
童
の
列
に
突
っ

込
み
幼
い
命
を
奪
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
関
越
自
動
車
道

で
は
、
高
速
バ
ス
が
居
眠

り
運
転
で
防
音
壁
に
串
刺

し
に
衝
突
し
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
事
故
も
非
常

に
痛
ま
し
く
単
な
る
運
転

誤
り
で
は
す
ま
さ
れ
な
い

重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い

ま
し
た
。

　

て
ん
か
ん

4

4

4

4

の
人
に
対
す

る
運
転
免
許
証
交
付
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
、
安
全
確

保
の
改
善
に
向
け
て
制
度

の
見
直
し
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
運
賃
の
過

　

こ
の
一
年

（139）茶
さ

論
ろ ん

剰
な
価
格
競
争
の
裏
で
、

長
距
離
バ
ス
運
行
の
ず
さ

ん
な
安
全
管
理
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
国
各
地
で

あ
と
を
絶
た
な
い
重
大
な

死
亡
事
故
に
対
し
て
厳
罰

化
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
く
る
な
ど
、
一
連
の
交

通
死
亡
事
故
が
大
き
な
社

会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
明
る
い
出
来
事

で
は
、「
金
環
日
食
」
で

し
た
。
太
陽
に
月
が
重
な

り
リ
ン
グ
状
に
輝
く
神
秘

な
天
体
シ
ョ
ー
は
人
々
に

感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

過
去
最
大
の
メ
ダ
ル
獲

得
と
な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本

中
が
深
夜
の
声
援
で
湧
き

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
一
番
は

何
と
言
っ
て
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た

山
中
伸
弥
教
授
で
し
ょ
う
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、
難
病
で

苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
一

筋
の
光
明
を
照
ら
し
ま
し

た
。

　

師
走
は
気
忙
し
く
寒
気

も
日
々
厳
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
お

体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
か
、
ご
家
族
お
揃

い
で
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　

奥
田　

光
治
）

住民に開かれた、
信頼される議会目指す

　新体制
12名の顔

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
11
月
11
日

に
行
わ
れ
、
住
民
を
代
表
す
る
新
し
い
議
員
12
名
が
決

ま
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
に
は
改
選
後
初
め
て
の
臨
時
会
が
開
か
れ
、

議
長
に
田
中
修
議
員
、
副
議
長
に
垣
内
秋
弘
議
員
を
選

出
し
た
ほ
か
、
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
会

構
成
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
。
投
票
日
現
在
の
年
齢
、
当
選
回
数
）

山
やまうち

内　実
み き こ

貴子
銘城台　48歳　①

奥
おくむら

村　房
ふ さ お

雄
禅定寺　68歳　①

内
う ち だ

田　文
ふ み お

夫
郷之口　65歳　①

稲
いないし

石　義
よしかず

一
荒木　61歳　①

安
やすもと

本　修
おさむ

立川　59歳　⑦
今
いまにし

西　久
く み こ

美子
郷之口　51歳　④

原
は ら だ

田　周
しゅういち

一
緑苑坂　64歳　②

谷
たにぐち

口　重
しげかず

和
南　65歳　①

垣
かきうち

内　秋
あきひろ

弘
立川　67歳　③

上
かんばやし

林　昌
しょうぞう

三
銘城台　72歳　②

青
あおやま

山　美
み よ し

義
湯屋谷　63歳　④

元気のヒケツ。

西川　徠
らい

華
か

ちゃん　（4歳）

　　　蘭
らん

華
か

ちゃん　（9か月）
いつも元気な仲良し姉妹♥
ママの宝物♥

那須らいかちゃん　（2歳）
あっという間に七五三☆
元気に育ってくれてありがとう♪

木原　心
こ

花
はな

ちゃん　（2歳）

　　　花
か

音
のん

ちゃん　（2歳）
我が家に咲く２つの花。
仲良く元気に大きく育ってね！

監査委員 副 議 長 議　　長

田
た な か

中　修
おさむ

郷之口　62歳　②

委
員
会
等
の
構
成

　

◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

◎
垣
内
秋
弘
、
○
上
林
昌
三
、

今
西
久
美
子
、
原
田
周
一
、

稲
石
義
一

総
務
産
業
常
任
委
員
会

◎
上
林
昌
三
、
○
谷
口
重
和
、

垣
内
秋
弘
、
青
山
美
義
、

安
本
修
、
奥
村
房
雄

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
稲
石
義
一
、
○
内
田
文
夫
、

今
西
久
美
子
、
原
田
周
一
、

山
内
実
貴
子
、
田
中
修

広
報
編
集
委
員
会

◎
原
田
周
一
、
○
奥
村
房
雄
、

垣
内
秋
弘
、
上
林
昌
三
、

今
西
久
美
子
、
山
内
実
貴
子

新
名
神
高
速
道
路
建
設
に
関
す
る

特
別
委
員
会

◎
垣
内
秋
弘
、
○
上
林
昌
三
、

全
議
員

城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

谷
口
重
和
、
内
田
文
夫

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

奥
村
房
雄

京
都
地
方
税
機
構
議
会
議
員

垣
内
秋
弘


